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数 10kHz 程度で振動する非定常流れの測定に感圧塗料を用いる場合，陽極酸化皮膜型の感圧塗料

（AA-PSP）が最も適している．しかしながら，数 10kHz の圧力振動に対する塗料の応答特性の検証は現在の

ところ不十分であると考えられる．そこで本研究では，キャビティ流れの自励振動によって生じる周期的な圧力

変動を用いてAA-PSPの応答特性を実験的に調べた（図 1−3）．色素としてバソフェンルテニウムを吸着させた

AA-PSP をキャビティ下流壁に設置し，塗料から発する燐光の時間変化を光電子増倍管により検出した．燐光

の検出と同時に測定点の圧力の時間変化を半導体型の圧力センサーで取得し，この圧力の時間変化と感圧

塗料によって測定された圧力の時間変化を比較した．その結果，感圧塗料によって測定された圧力の時間変

化は圧力センサーで取得した約5kHzの圧力変動とほぼ同位相であることが確認された（図4）．しかしながら，

感圧塗料によって測定された圧力の絶対値と振幅は圧力センサーによって測定されたものと大きく異なる結果

となった．これは，色素であるバソフェンルテニウムの温度依存性が強いためと考えられ，吸着される色素を温

度依存性の小さいものにすることで改善可能であると考えられる． 

 

 

図 1:キャビティ振動流れ 
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図 4:実験結果 

図 3:実験装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2:測定領域 
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